
左
向
に
し
だ
右
手
。
五
指
の
指
頭
を
前
方
に
さ
し
学

を
オ
向
に
し
た
左
手
。
こ
の
両
手
を
胸
の
前
右
寄
り

に
或
程
度
の
同
幅
を
置
い
て
平
行
に
な
ら
べ
て
か

ら
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
胸
の
ち
ょ
ど
う
前
に
置
き
書

え
、
■
に
左
へ
置
き
●
え
て
行
く
ｏ

乱
雑
に
な
っ
た
物
件
を
き
ち
ん
と
並
べ
置
く
身
振

生
理
日
　
「
羽
描
」
の
手
ま
れ
を
す
る
。
以
前
大

阪
市
立
菫
唖
学
校
の
上
級
の
，
生
徒
の
同
て
、
何
に

か
約
束
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
手
ま
ね
。

成
年
　
大
人
―
―
に
な
る
。

青
年
　
若
い
―
―
人
々
。

暫
詢
　
０
　
神

（
人
差
指
で
天
を
さ
す
）
―
約
束

０
　
約
束
―
―
拇
「

た^
寧
の
上
に
右
手
０
親
指
の

僣
頭
を
押
し
つ
け
る
）

西
洋
　
右
手
の
人
′
指
を
山
げ
て
指
頭
を
眼
に
向

け
、
そ
の
指
を
ク
ル
リ
と
輸
に
薇
く
、
青
い
眼
を
表

場
し
た
も
の
ｏ

「西
洋
人
」
な
ら
、
そ
れ
に
「人
々
」

を
つ
け
加
え
れ
ば
よ
い
。

勢
力

　

「力
」
と
同
じ
手
ま
ね
。
即
ち
争
に
し
た

手
の
鮨
を
山
げ
て
力
瘤
を
し
て
見
せ
る
。

世
界
　
五
指
の
Ｆ
頭
を
前
方
に
さ
し
た
掌
を
左
向

に
し
た
右
手
　
■
僣
の
指
頭
を
前
方
に
さ
し
掌
を
右

向
に
し
た
左
手
、
こ
の
両
手
を
か
な
り
広
い
間
隔
を

置
い
て
平
行
に
向
い
合
わ
せ
て
、
共
に
■
指
を
ま
る

く
湾
山
き
て
る
と

一
筒
の
大
き
な
毬

（地
燿
餞
）
を

両
手
に
持
っ
た
姿
態
に
な
る
。
そ
の
両
手
を
そ
の
ま

ま
、
手
首
を
軸
に
し
て
前
か
ら
下
へ
燿
を
回
転
さ
せ

る
よ
う
な
両
手
の
運
動
．
即
ち
地
球
の
自
転
。

枠

　

「
息
子
」
を
見
よ
。

薔

　
「綺
千
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

石
仄
　
自
い
―
紛
。

石
晨
　
黒
い
―
●
。

責
任
　
●
　
右
手
の
工
指
を
彎
山
さ
せ
た
事
を
右

肩
０
上
に
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
置
く
。
膚
に
負
う
、
即

ち
責
任
で
あ
る
。
０
　
こ
の
手
ま
わ
を
左
右
両
手
で

（
即
ち
右
掌
は
右
扁
に
左
掌
を
左
肩
に
置
く
）
表
わ

-156-
―-157-
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よ
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。
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瞑

に
あ
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の
ま
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の
上

に
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る

「
下
げ
」

を
表

わ

し

、
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市

両
手
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容

に
し

て
、

夫

々

の
隣

を

た
た

く

。
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男

性
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緑
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「
関

係
」

の
手

ま
●

の
鎖
形

に
組

ん

だ

両
手

を
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り
離

す

。
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胸
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下

に
び
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指
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指
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左

に
さ
し

寧
を

内

側

に
し

た
右

手

を
上

か
ら
た

べ
斜

め

に
菌

切

り

の

遮

断
機

を
降

す

よ
う

に
空
間

を
切

り
落

す

。

籠
文

　

「
絶

柩
」

と
同

じ
手

ま
た

。

縦
封

　

「
必
ず

」

の
イ

の
手
ま

ね

。

「
よ

っ
て

い

る
」

と
同

じ
手

ま
ね

。

継
菫

　

０
　

本
来

―

む
づ

か
し

い
―

前
ら

め

る
。

０

　

「
が

っ
か
り

」

と
同

じ
手

ま
ね

。

説
明
　

学

を
上
向

け

た
左
手

の
上

を

、
掌

を
左
側

に
し

た
着

手

の
五
指

の
指
頭

て
軽
く

二
、

二
“

た

た

く

よ
う

に
す

る
。　
一
般

に
物

事

を
莉
く

説
き

間

が

せ

る
時

に
　

月

か
机

の
上

へ
す

る
手

の
身

振

。

説
載

　

「
説

明

」

と
同

じ
手

ま
ね

．

背
広
　

指

頭

を
上

に

さ
し

た
両
手

の
親

愴

て
夫

々

胸

の
左
右

に
背

広
服

の
波

形

の
折

襟

を
価
く

。

替

　

０

　

「
よ
ろ
し

」

の
手

ま

ね

。

０

　

道
徳
―

―

に
叶
う

。

膳

　
食

事

（
オ
手

の
掌

を
食

器

と
し

て
有

手

で
食

物

を

口

に
還

ぶ
真

似

〉
―
机

。

證

方

な

し
　

む
づ

か
し

い
―

計

め

る

。

選
挙

　
肇
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下
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け

五
指

の
信
頭

を
集
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合

わ

せ

た
た
右

ｍ
手

（
左
右
夫

々
の
手

に
票

を

持

つ

心

持

）
を
交

二

に
草

を
函

に
さ
し

入
れ

る
●
振

。

先

月
　
月
１
１

一
つ
―
―

過
去

洗
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両
手

て
よ
類

を
持

っ
て
も

み
合

わ

せ
洸

う

■

振

．

戦
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戦

争
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。
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「
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生
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」
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手
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し
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工
僣



左
向
に
し
だ
右
手
。
五
指
の
指
頭
を
前
方
に
さ
し
学

を
オ
向
に
し
た
左
手
。
こ
の
両
手
を
胸
の
前
右
寄
り

に
或
程
度
の
同
幅
を
置
い
て
平
行
に
な
ら
べ
て
か

ら
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
胸
の
ち
ょ
ど
う
前
に
置
き
書

え
、
■
に
左
へ
置
き
●
え
て
行
く
ｏ

乱
雑
に
な
っ
た
物
件
を
き
ち
ん
と
並
べ
置
く
身
振

生
理
日
　
「
羽
描
」
の
手
ま
れ
を
す
る
。
以
前
大

阪
市
立
菫
唖
学
校
の
上
級
の
，
生
徒
の
同
て
、
何
に

か
約
束
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
手
ま
ね
。

成
年
　
大
人
―
―
に
な
る
。

青
年
　
若
い
―
―
人
々
。

暫
詢
　
０
　
神

（
人
差
指
で
天
を
さ
す
）
―
約
束

０
　
約
束
―
―
拇
「

た^
寧
の
上
に
右
手
０
親
指
の

僣
頭
を
押
し
つ
け
る
）

西
洋
　
右
手
の
人
′
指
を
山
げ
て
指
頭
を
眼
に
向

け
、
そ
の
指
を
ク
ル
リ
と
輸
に
薇
く
、
青
い
眼
を
表

場
し
た
も
の
ｏ

「西
洋
人
」
な
ら
、
そ
れ
に
「人
々
」

を
つ
け
加
え
れ
ば
よ
い
。

勢
力

　

「力
」
と
同
じ
手
ま
ね
。
即
ち
争
に
し
た

手
の
鮨
を
山
げ
て
力
瘤
を
し
て
見
せ
る
。

世
界
　
五
指
の
Ｆ
頭
を
前
方
に
さ
し
た
掌
を
左
向

に
し
た
右
手
　
■
僣
の
指
頭
を
前
方
に
さ
し
掌
を
右

向
に
し
た
左
手
、
こ
の
両
手
を
か
な
り
広
い
間
隔
を

置
い
て
平
行
に
向
い
合
わ
せ
て
、
共
に
■
指
を
ま
る

く
湾
山
き
て
る
と

一
筒
の
大
き
な
毬

（地
燿
餞
）
を

両
手
に
持
っ
た
姿
態
に
な
る
。
そ
の
両
手
を
そ
の
ま

ま
、
手
首
を
軸
に
し
て
前
か
ら
下
へ
燿
を
回
転
さ
せ

る
よ
う
な
両
手
の
運
動
．
即
ち
地
球
の
自
転
。

枠

　

「
息
子
」
を
見
よ
。

薔

　
「綺
千
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

石
仄
　
自
い
―
紛
。

石
晨
　
黒
い
―
●
。

責
任
　
●
　
右
手
の
工
指
を
彎
山
さ
せ
た
事
を
右

肩
０
上
に
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
置
く
。
膚
に
負
う
、
即

ち
責
任
で
あ
る
。
０
　
こ
の
手
ま
わ
を
左
右
両
手
で

（
即
ち
右
掌
は
右
扁
に
左
掌
を
左
肩
に
置
く
）
表
わ

-156-
―-157-

L

す

も
よ

い
。

関

重

　
掌

を
内
側

に
し

、

五
指

の
情
頭

を
下

に
さ

し

た
両

手

を
左
右

に
並

ら

べ
て
瞑

に
あ

て
が

い
、
角

力

取

り

の
ま
わ

し

の
上

に

つ
け

る

「
下
げ
」

を
表

わ

し

、
左
市

両
手

を
容

に
し

て
、

夫

々

の
隣

を

た
た

く

。
―
―

男

性

綺

緑

　
０

　

「
関

係
」

の
手

ま
●

の
鎖
形

に
組

ん

だ

両
手

を
切

り
離

す

。
０
　

左
手

の
掌

を
右
胸

筋

下

に
び

っ
た
り

つ
け

　

工
指

の
指
頭

を

左

に
さ
し

寧
を

内

側

に
し

た
右

手

を
上

か
ら
た

べ
斜

め

に
菌

切

り

の

遮

断
機

を
降

す

よ
う

に
空
間

を
切

り
落

す

。

籠
文

　

「
絶

柩
」

と
同

じ
手

ま
た

。

縦
封

　

「
必
ず

」

の
イ

の
手
ま

ね

。

「
よ

っ
て

い

る
」

と
同

じ
手

ま
ね

。

継
菫

　

０
　

本
来

―

む
づ

か
し

い
―

前
ら

め

る
。

０

　

「
が

っ
か
り

」

と
同

じ
手

ま
ね

。

説
明
　

学

を
上
向

け

た
左
手

の
上

を

、
掌

を
左
側

に
し

た
着

手

の
五
指

の
指
頭

て
軽
く

二
、

二
“

た

た

く

よ
う

に
す

る
。　
一
般

に
物

事

を
莉
く

説
き

間

が

せ

る
時

に
　

月

か
机

の
上

へ
す

る
手

の
身

振

。

説
載

　

「
説

明

」

と
同

じ
手

ま
ね

．

背
広
　

指

頭

を
上

に

さ
し

た
両
手

の
親

愴

て
夫

々

胸

の
左
右

に
背

広
服

の
波

形

の
折

襟

を
価
く

。

替

　

０

　

「
よ
ろ
し

」

の
手

ま

ね

。

０

　

道
徳
―

―

に
叶
う

。

膳

　
食

事

（
オ
手

の
掌

を
食

器

と
し

て
有

手

で
食

物

を

口

に
還

ぶ
真

似

〉
―
机

。

證

方

な

し
　

む
づ

か
し

い
―

計

め

る

。

選
挙

　
肇

を
下

に
向

け

五
指

の
信
頭

を
集

め
合

わ

せ

た
た
右

ｍ
手

（
左
右
夫

々
の
手

に
票

を

持

つ

心

持

）
を
交

二

に
草

を
函

に
さ
し

入
れ

る
●
振

。

先

月
　
月
１
１

一
つ
―
―

過
去

洗

罐

　
両
手

て
よ
類

を
持

っ
て
も

み
合

わ

せ
洸

う

■

振

．

戦

死
　
戦

争

―

死

ぬ
。

専

０

　

「
一
生

懸

命
」

の
手

ま

れ

を
し

て
、

工
僣


